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<はしがき>
再生医療を目的に骨欠端部に埋入される生体材料には骨芽細胞が分化する足場を提供するこ
とが期待される.私た引ま骨のミネラルの前艇物賞である燐酸オクタカルシウム　(OCP)を独
自に人工合成し､実験的骨欠損部に埋入すると骨再生が促進し､その骨再生促進作用は6-tricalc
ium phosphate等の既存の骨補填材料に大きく勝ることを示してきた.一方､骨欠損の修復･
再生に際しては生体内の様々なタンパク賞が重要な役割を演じていることが知られている.私た
引まOCPがtransforming growth factorイいこ対して高い吸着性を示すことを明らかとしてい
ることから､埋入されたOCPが物理的な足場となることに加え､生体由来のタンパク賞を吸着･
集積することや吸収系細胞によるOCPの分解に伴うタンパク箕の徐放によって局所の骨芽細胞
分化と骨再生を促す可能性を着想した,
そこで本研究ではOCP等生体材料に集積する生体由来のタンパク賞の同定を目的とし､ラッ
ト諌蓋冠に作製した規格化骨欠損にOCP等を埋入し､術後一定期間でインプラントを回収した
後､タンパク賞を抽出し､生体高分子の定性･定量分析が高感度で可能なMALDl-TOF型賞量分
析装置(MALDLTOF/MS)を用いて精製されたタンパク質の定量的解析を遂行するともに､よ
り生理活性の高い骨再生材料の開発を目指し､ OCP-タンパク賞複合体あるいはOCP一有横材料
複合体を作製し､それらの骨再生髄について検討した.
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6 th Asian Congress on Oral and Max川ofaciaI Surgery/ 49 th Annual Meethg of Japanese
Soclety of Oral and Max‖ofacial Surgeons (Oct. 20-23. 2004: Chiba′ Japan)
鈴木　治､片桐岳借､上儒竜太郎､中村雅典､鎌倉*治､沼田　守
オクタリン酸カルシウムの4I造変化がサ形成にt要な役割を果たす
第46回歯科基捷医学会学術大会(2004年9月23-25日:広島市)
中仙大輔､鎌倉tk治､越後成志､菅野泰之
添加性骨形成の促進と形成された新生骨の維持に関する研究
第46回歯科基礎医学会学術大会(2004年9月23-25日:広島市)
鎌倉tk治､鈴木　治､笹野泰之
新規甘再生材料の開発
第1回東北大学バイオサイエンスシンポジウム(2004年5月14日:仙台市)
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Fukuda T, Mirsuya Y. Higuchl T. eds.
2006 1nternatlonal Symposium on MkroINanoMechatronlcs and Human Science.
The Institute of Electrical and Electronics EnghleerS, Inc. (2006)
Watanabe M. Takahashi N, lTakada H. eds
Interface Oral Health Science (lnternatlonaI Congress Series 1284)
EIsevler; Amsterdam, Netherlands. (2005)
特庶2005-336343 T骨再生を促進する硬組織代替性担体材料J
発明孝二鎌倉慎治､鈴木　治､佐々木和夫､権利者:東北大学､日本ハム株式会社
2005年11月21日特許出席
特願2CO4-336501 r硬組汝代替性担体材料J
発明者:繍倉慎治､鈴木　治､佐々木和夫､権利者:東北大学､日本ハム株式会社
2004年11月19日特許出席
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